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だから私たちは本を読む 

なぜ私たちは「読書」をするのでしょうか。 

現代には非常に多くの情報があふれています。私たちは多くの選択肢の中から自分の道

を見つけていくことが求められています。その中で、読書は新しい世界を知るきっかけと

なり、人生のさまざまな場面で役立つ力を養う大切な手段のひとつでとなります。 

しかしながら、近年、インターネットやスマートフォン等の情報通信手段が急速に普及

するとともに、私たちの生活環境も変化・多様化し、それにより読書離れが加速している

のも周知の事実です。 

一昔前、私たちは分からない言葉や単語があったとき、分厚い紙の辞書で調べていまし

た。しかし、今はインターネットで検索すればすぐにその答えが分かります。そのような

必要な情報がインターネットでいつでも取得できる時代の中で、なぜ読書が必要なのでし

ょうか。 

『読書する人だけがたどり着ける場所』（著者：齋藤孝）では、「読書」と「インターネ

ットで情報を得ること」の違いを、「体験」と「消費」という言葉で表現し、両者は行為と

して全くの別物と論じています。 

著者は、インターネットで文章を読むとき、私たちは「読者」ではなく、「消費者」と表

現しています。ネット上には、大量の情報とともに、ついつい目が留まってしまうような

キャッチコピーや画像があふれています。その中で、私たちは「これは面白い」、「これは

つまらない」と次から次へと情報を消費し、より面白いものを選んでいきます。当然、一

つ一つのコンテンツに向き合う時間は短くなってしまいます。 

それに対して、「読書」は情報に対する向き合い方が大きく変わります。「さあ、この本

を読もう」というときは、私たちはじっくり腰を据えて人の話を聞くような構えになりま

す。読書とは、著者と二人きりで延々と話を聞くようなものです。途中にちょっと退屈な

場面があっても簡単には逃げ出すことができません。辛抱強く最後まで著者の話を聞き続

けます。逃げ出さずに最後まで話を読むことによって得た情報は「体験」

として私たちの心の中に刻み込まれると著者は言います。 

「体験」は人格形成に影響します。皆さんの中にも「今の自分を形作

っているのは、こういう経験があったからだ」と思うような体験がある

のではないでしょうか。一人の人生において実際にできる体験には限界

がありますが、読書によって疑似体験することもできます。だからこそ

私たちは様々な「経験」をするために本を読むのではないでしょうか。

読書によって人生観を深め、想像力を豊かにし、人格を大きくすること

ができるのです。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 



第４３０号           書窓           令和７年１０月２８日 
  

- 2 - 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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